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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第44期

第１四半期連結
累計期間

第45期
第１四半期連結
累計期間

第44期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 （千円） 3,834,285 3,838,258 16,137,099

経常利益又は経常損失（△） （千円） 168,945 △61,467 659,342

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失（△）
（千円） 91,161 △31,448 365,040

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 103,965 △41,243 401,036

純資産額 （千円） 6,146,837 6,193,105 6,388,642

総資産額 （千円） 8,336,414 8,995,220 9,845,795

１株当たり四半期（当期）純利益又

は１株当たり四半期純損失（△）
（円） 12.27 △4.23 49.15

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.4 67.2 63.4

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第44期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記

載をしておりません。

４．第45期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失金額

であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

５．第44期末の潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記

載をしておりません。

　

EDINET提出書類

株式会社インフォメーション・ディベロプメント(E05017)

四半期報告書

 2/17



２【事業の内容】

　当社グループは、当社と連結子会社５社により構成され、①システム運営管理、②ソフトウエア開発、③その他の３つ

の事業を行っております。事業内容と当社および連結子会社の当該事業にかかる位置付けは、次のとおりであります。

　なお当第１四半期連結累計期間において、平成24年５月のINFORMATION DEVELOPMENT SINGAPORE PTE. LTD.の設立に

より子会社が１社増加しました。

　

区分 内容 会社名

システム運営管理 ・顧客のコンピュータ部門に常駐して情報処理システムの

管理、運営ならびにオペレーションを行う業務

・システムの新規導入や再構築の際の運用構築業務

当社

(株)日本カルチャソフトサービス

艾迪系統開発（武漢）有限公司

INFORMATION DEVELOPMENT SINGAPORE

PTE. LTD.

ソフトウエア開発 ・顧客のソフトウエア開発を一括で請け負い、当社グルー

プ内で開発を行う受託開発業務

・顧客の事業所に常駐してソフトウエア開発を行う業務

　

当社

(株)ソフトウエア・ディベロプメント

艾迪系統開発（武漢）有限公司

INFORMATION DEVELOPMENT SINGAPORE

PTE. LTD.

その他

 

・ネットワークセキュリティ商品の販売およびセキュリ

ティシステム構築・導入支援サービス業務

・情報システム開発・運営技術に関する教育、コンサル

ティング業務

・事務代行業務等

当社

(株)プライド　

艾迪系統開発（武漢）有限公司

　

各事業の系統図は次のとおりであります。　　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　(1）経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年６月30日）における日本経済は、復興需要等を背景に

緩やかに回復しつつあるものの、円高の長期化や海外経済の減速などの影響により、依然として不透明な状態で推

移しました。

　経済産業省が実施する「特定サービス産業動態統計調査」（平成24年７月17日発表）によりますと、情報サービ

ス産業の売上高は一部で改善の兆しがみられるものの、未だ本格的な回復には至っておらず、厳しい事業環境が続

いております。このような環境のもと、当社グループは引き続き人材育成を最優先課題に取り組むとともに、グルー

プ経営資源の共有と活用による業務効率化、既存顧客へのグループ横断的な営業展開を積極的に行ってまいりまし

た。

　この結果、主要事業のシステム運営管理事業においては、企業の経費節減傾向が続く中、大手ＩＴベンダーとの

パートナーシップの強化と積極的な提案活動により、売上高が微増となりました。

　また、国内受託データ入力事業からの撤退の影響による受注の減少がありましたが、ソフトウエア開発事業におい

て、顧客ニーズを捉えた積極的な提案活動やオフショアを活用した高付加価値サービスの提供により受注が堅調に

推移し、当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は、38億38百万円（前年同期比0.1％増）となり

ました。

　収益面におきましては、グループを挙げて業務プロセスの改善による生産性の向上に取り組んでまいりましたが、

新規案件獲得に向けた低採算案件の戦略的受注、外注費および賞与引当金の増加、クラウド事業の営業部隊の増強

および不採算案件の発生により、営業損失は59百万円（前年同期は１億62百万円の利益）、経常損失は61百万円

（前年同期は１億68百万円の利益）、四半期純損失は31百万円（前年同期は91百万円の利益）となりました。

　　

　なお、当社グループの当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は以下のとおりであります。

　

① システム運営管理

　企業の経費節減傾向が続く中、大手ＩＴベンダーとのパートナーシップの強化および積極的な提案活動により受

注が堅調に推移し、売上高は24億74百万円（前年同期比1.0％増）となりました。

② ソフトウエア開発

　企業のＩＴ投資が本格的な回復には至っていない状況のもと、顧客ニーズを捉えた積極的な提案活動や、オフショ

アを活用した一括受託サービスの提供等により、既存顧客からの受注が拡大し、売上高は12億50百万円（前年同期

比8.6％増）となりました。

③ その他

　国内の受託データ入力事業からの撤退および同事業を主力とした子会社の連結除外の影響などから、売上高は１

億12百万円（前年同期比51.6％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

財政状態の変動状況

(資産の部)

当第１四半期連結会計期間末の資産の部は、売上債権の減少５億90百万円および土地の減少２億45百万円など

により、前連結会計年度末の98億45百万円から８億50百万円減少し89億95百万円となりました。　

(負債の部)

当第１四半期連結会計期間末の負債の部は、仕入債務の減少98百万円および有利子負債の減少５億40百万円な

どにより、前連結会計年度末の34億57百万円から６億55百万円減少し28億２百万円となりました。

(純資産の部)

当第１四半期連結会計期間末の純資産の部は、四半期純損失31百万円および配当金の支払による減少１億55百

万円などにより、前連結会計年度末の63億88百万円から１億95百万円減少し61億93百万円となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの主な資本の財源は、内部資金および金融機関からの借入であります。当第１四半期連結会計期間末

現在、短期借入金の残高は３億60百万円、１年内返済予定の長期借入金の残高は60百万円、長期借入金の残高は２億

25百万円であります。　

　なお、当社は、資金調達の機動性と効率性を高めるため取引銀行５行と融資枠設定金額10億円の貸出コミットメン

トライン契約を締結しております。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成24年8月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,029,535 8,029,535

大阪証券取引所　

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード)

単元株式数は100株であり

ます。

計 8,029,535 8,029,535 － －

（注）　提出日現在の発行数には、平成24年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　　　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
　

（千円）

資本金残高
　

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 8,029,535－ 592,344－ 543,293

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式  　 　602,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　7,375,600 73,756 －

単元未満株式 普通株式　　　　51,935 － －

発行済株式総数 8,029,535 － －

総株主の議決権 － 73,756 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が700株（議決権７個）含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が13株、当社所有の自己保有株式が62株含

まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社インフォメーショ

ン・ディベロプメント

東京都千代田区二番町７－

５
602,000 － 602,000 7.49

計 － 602,000 － 602,000 7.49

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平

成24年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、三優監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,583,908 2,745,870

受取手形及び売掛金 2,724,838 2,134,329

仕掛品 21,028 49,628

その他 410,891 443,376

流動資産合計 5,740,666 5,373,204

固定資産

有形固定資産

土地 1,697,915 1,452,682

その他（純額） 817,169 712,818

有形固定資産合計 2,515,085 2,165,500

無形固定資産

のれん 337,936 318,317

ソフトウエア 78,924 75,616

その他 3,000 4,864

無形固定資産合計 419,862 398,797

投資その他の資産 ※2
 1,170,181

※2
 1,057,717

固定資産合計 4,105,129 3,622,015

資産合計 9,845,795 8,995,220
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 312,365 213,651

短期借入金 ※1
 885,001 360,000

1年内返済予定の長期借入金 60,000 60,000

未払法人税等 74,276 23,062

賞与引当金 473,748 349,747

役員賞与引当金 12,352 4,620

受注損失引当金 － 12,704

その他 722,420 868,212

流動負債合計 2,540,163 1,891,998

固定負債

長期借入金 240,000 225,000

退職給付引当金 583,247 594,728

役員退職慰労引当金 4,484 5,006

その他 89,257 85,381

固定負債合計 916,990 910,115

負債合計 3,457,153 2,802,114

純資産の部

株主資本

資本金 592,344 592,344

資本剰余金 545,584 545,584

利益剰余金 5,564,649 5,377,222

自己株式 △429,849 △429,878

株主資本合計 6,272,729 6,085,274

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △26,179 △32,744

為替換算調整勘定 △7,811 △11,193

その他の包括利益累計額合計 △33,990 △43,938

新株予約権 8,168 11,231

少数株主持分 141,734 140,537

純資産合計 6,388,642 6,193,105

負債純資産合計 9,845,795 8,995,220
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 3,834,285 3,838,258

売上原価 3,108,109 3,296,109

売上総利益 726,176 542,149

販売費及び一般管理費 563,517 601,183

営業利益又は営業損失（△） 162,659 △59,034

営業外収益

受取利息 579 516

受取配当金 10,051 10,104

その他 15,123 10,243

営業外収益合計 25,754 20,865

営業外費用

支払利息 1,557 1,644

コミットメントライン手数料 16,997 16,497

為替差損 861 5,128

その他 51 28

営業外費用合計 19,467 23,298

経常利益又は経常損失（△） 168,945 △61,467

特別利益

固定資産売却益 － 33,017

投資有価証券売却益 － 3,736

特別利益合計 － 36,754

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

168,945 △24,712

法人税、住民税及び事業税 2,497 8,939

法人税等調整額 69,189 △2,414

法人税等合計 71,686 6,524

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

97,258 △31,237

少数株主利益 6,097 211

四半期純利益又は四半期純損失（△） 91,161 △31,448
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

97,258 △31,237

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4,706 △6,623

為替換算調整勘定 2,000 △3,382

その他の包括利益合計 6,707 △10,005

四半期包括利益 103,965 △41,243

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 97,900 △41,396

少数株主に係る四半期包括利益 6,065 153
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（連結の範囲の重要な変更）

INFORMATION DEVELOPMENT SINGAPORE PTE. LTD.（シンガポール）は、平成24年５月設立に伴い、当第１四半期

連結会計期間より、連結の範囲に含めております。

　

【会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

これによる、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失および税金等調整前四半期純損失に与える影響

は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　当社は、資金調達の機動性と効率性を高めるため取引銀行５行と貸出コミットメントライン契約を締結し

ております。

　この契約に基づく借入未実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

貸出コミットメントラインの総額 1,000,000千円 1,000,000千円

借入実行残高 500,000 －

差引額 500,000 1,000,000

 

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

投資その他の資産 7,500千円 7,500千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間

（自　平成23年４月１日

至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　平成24年４月１日

至　平成24年６月30日）

減価償却費 25,435千円 28,783千円

のれんの償却額 19,619 19,619

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 141,128 19平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 155,978 21平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

　報告セグメント
その他

(注１)　

調整額

(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額　

(注３)　

システム運営

管理

ソフトウエア

開発
計

　売上高

　(1)外部顧客への売上高

　

2,449,158

　

1,152,092

　

3,601,251

　

233,034

　

－

　

3,834,285

　(2)セグメント間の内部

　　 売上高又は振替高　
－ 20,406 20,406 2,593△23,000 －

計　 2,449,1581,172,4993,621,658235,628△23,0003,834,285

　セグメント利益　 343,182103,279446,46217,202△301,005162,659

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、データ入力事業、セ

キュリティ事業、コンサルティング事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△301,005千円には、セグメント間取引消去5,126千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△306,132千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

　報告セグメント
その他

(注１)　

調整額

(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額　

(注３)　

システム運営

管理

ソフトウエア

開発
計

　売上高

　(1)外部顧客への売上高

　

2,474,818

　

1,250,653

　

3,725,471

　

112,787

　

－

　

3,838,258

　(2)セグメント間の内部

　　 売上高又は振替高　
16,863 5,059 21,923 3,563△25,486 －

計　 2,491,6811,255,7123,747,394116,350△25,4863,838,258

　セグメント利益又は損失（△） 254,55480,898335,453△6,235△388,251△59,034

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、データ入力事業、セ

キュリティ事業、コンサルティング事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△388,251千円には、セグメント間取引消去△13,362千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△374,888千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額（△）
12円27銭 △4円23銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（千円）
91,161 △31,448

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（千円）
91,161 △31,448

普通株式の期中平均株式数（株） 7,427,780 7,427,492

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　　　２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失金額であり、また、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
　 

平成24年８月10日

株式会社 インフォメーション・ディベロプメント

取締役会　御中

 

三 優 監 査 法 人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 杉　　　田　　　　純　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 増　　田　　涼　　恵　　印
 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社インフォ

メーション・ディベロプメントの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期

間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。　

　

監査人の責任　

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インフォメーション・ディベロプメント及び連結子会社の平

成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。　

　

利害関係　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。　

以　上
　 

　
（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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